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私たちは社会基盤整備を通じてこれからも地域発展に貢献してまいります

　11 月 11 日と 12 日の 2 日間にわたり、秋篠宮皇嗣同妃両殿下
のご臨席を賜り、公益社団法人国土緑化推進機構との共催により
「第 46 回全国育樹祭」を開催いたします。
　全国育樹祭は、継続して森を守り育てることの大切さを普及啓
発するため、過去に全国植樹祭を開催した都道府県において行わ
れます。
　県では、県土の約 3割を占める森林が、木材の供給や県土の保
全、地球温暖化の防止など、多面的な機能を持続的に発揮し、安
全で豊かな暮らしを実現するため、森林湖沼環境税を活用し、意
欲的な林業経営体による森林整備を支援するなど、様々な施策に
取り組んでおります。
　この度の育樹祭では、平成 17 年度に茨城県水郷県民の森で開
催された第 56 回全国植樹祭で、当時の天皇皇后両陛下（上皇上
皇后両陛下）がお手植えされた樹木について、秋篠宮皇嗣同妃両
殿下によるお手入れが行われるほか、記念行事や関連行事などの
開催を通じ、本県の林業の魅力を県内外に広く発信してまいりま
す。
　結びに、本育樹祭の開催にご尽力いただいた皆様、そしてご参
加いただく皆様に、感謝申し上げまして、ご挨拶とさせていただ
きます。

ごあいさつ

大井川　和彦
茨城県知事

　11 月 11 日、12 日の 2 日間、秋篠宮皇嗣同妃両殿下の御臨席

を仰ぎ、「第 46 回全国育樹祭」が、潮来市の水郷県民の森及び

水戸市のアダストリアみとアリーナで開催されます。

　本県で開催される全国育樹祭は、森林の重要性や林業の役割

をアピールできる大変良い機会であり、育樹祭をきっかけとし

て、多くの方々に森林や林業、緑の大切さについて知っていた

だきたいと思います。

　林業の振興は、単なる地域産業の振興にとどまらず、森林の

保全・整備とそれによる森林の機能の持続的発揮を通じて、我々

の生命、財産を守ることにつながるものです。

　森林がもたらす数多くの恩恵や林業の役割を、全国育樹祭の

開催を契機として、県民・国民の皆様に知っていただき、森林

を守り育てていく必要性を共感していただければ幸いです。

　結びに、本育樹際の開催に向けてご尽力いただきました林業

関係者の皆様、また、育樹祭に関心を持ちご参加いただいた皆

様、それぞれの立場で今後ますます活躍されることを期待し、

全国育樹祭開催にあたっての挨拶といたします。

ごあいさつ

石井　邦一
茨城県議会議長

「誰かじゃない  僕が育てる  緑の日本」
　茨城県で行われる第 46回全国育樹祭が今日から２日間に渡って開催となる。11日は水郷の森（潮来市）
において、第 56回全国植樹祭で天皇皇后両陛下（現在の上皇上皇后両陛下）がお手植えされた樹木へ皇
族殿下が枝打ちなどを行うお手入れ行事を実施。12日には、皇族殿下によるおことばや各種表彰などの式
典をアダストリアみとアリーナ（水戸市）で執り行う。育樹祭のあらましや関連イベントなどを特集する。



森林・林業は県民の安心・安全で豊かな暮らしを実現するため必要不可欠です （50音順）
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開　催　地：茨城県奥久慈憩いの森（23日）
　　　　　　　　　　（お手植え及び式典）
　　　　　　高萩市森林公園（24日）
　　　　　　　　　　　　　　（お手播き）
大会テーマ：緑を育て守ろう大地
参　加　者：約20,000名（出演者等含む）

茨城県では過去に、全国植樹祭が2回、全国育樹祭が1回、開催されています。

○第13回全国育樹祭
（平成元年（1989年）10月29日）
大子町　茨城県奥久慈憩いの森

○第56回全国植樹祭
（平成17年（2005年）６月５日
潮来市　茨城県水郷県民の森

天皇陛下
（現上皇陛下）
によるお手植え

皇太子殿下
（現天皇陛下）
によるお手入れ

昭和天皇による
お手植え

開　催　地：茨城県奥久慈憩いの森
大会テーマ：とどけ未来に　緑のいぶき
参　加　者：約5,400名（出演者等含む）

開　催　地：茨城県水郷県民の森
　　　　　　　　　（メイン会場）
　　　　　　茨城県奥久慈憩いの森
　　　　　　　　（サテライト会場）
大会テーマ：楽しいな。森と人とのハーモニー
参　加　者：11,230名（出演者等含む）

○第27回全国植樹祭
（昭和51年（1976年）５月23・24日）
大子町　茨城県奥久慈憩いの森

　全国育樹祭の開催機運を高めるとともに、県民参加の森林づくりや木とのふれあいを進めていくために、
広く県民が参加できる記念行事や関連行事を県内で引き続き開催します。

茨城県緑の少年団活動コンクール及び交流集会

関連行事

「国民参加の森林づくり」シンポジウム

■主　　催：茨城県、公益財団法人森林文化協会、朝日新聞社、
公益社団法人国土緑化推進機構

■開 催 日：令和4年（2022年）12月1日（木）
■開催場所：常陸太田市民交流センター（パルティホール）
■参 加 者：405人
■行事内容：基調講演、シンポジウム等

■主　　催：公益社団法人茨城県森林・林業協会、
　　　　　　茨城県緑の少年団育成協議会
■開 催 日：令和５年（2023年）２月４日（土）
■開催場所：セキショウ・ウェルビーイング福祉会館（茨城県総合福祉会館）
■参 加 者：130人
■行事内容：県内緑の少年団による活動発表、交流集会（木工工作等）

グリーンフェスティバル2022
（令和4年11月23日開催）

緑の少年団による間伐体験
（令和4年10月26日開催）

「グリーンフェスティバル」や「地域での育樹育樹活動」など、林業関係団体
や市町村が実施するイベントのほか、県が実施する森林・林業体験学習などと
連携し、県内全域で開催機運醸成のための取組を進めます。

　全国育樹祭は、継続して森を守り育てることの大切さを普及啓発するため、全国植樹祭を開催したことのある
都道府県において、昭和52年（1977年）から国土緑化推進機構との共催で行われています。
　大会では、全国植樹祭において天皇皇后両陛下（現在の上皇上皇后両陛下）がお手植えされた樹木について皇
族殿下によるお手入れを行うほか、皇族殿下によるお言葉や各種表彰、参加者の育樹活動等の行事が催されます。

平成元年（1989年）第13回全国育樹祭記念式典の様子

「誰かじゃない 僕が育てる 緑の日本」
茨城県立水戸第一高等学校附属中学校３年 樋之口 尚史 さん
（令和４年用国土緑化運動・育樹運動標語 入選作品）

茨城県立結城第一高等学校２年 鶴見彩夏 さん
（令和４年用国土緑化運動・育樹運動
ポスター原画コンクール特選作品）

※大会テーマ、ポスターとも公募は行わず、公益社団法人
　国土緑化推進機構主催のコンクール入賞作品の中から、
　メッセージ性の強いものを選定いたしました。

■大会テーマ

■大会ポスター

【作者コメント】
　植林やSDGｓなど、環境保全への取り組みを
「自分ごと」として捉え、積極的に参加して
いきたいという思いを形にしました。

【作者コメント】
タイトル「地球緑化」
　緑豊かな美しい星がこれからも続いていく
ようにという思いを、植樹する宇宙飛行士の
姿で表現しました。

　　「植樹祭」、「育樹祭」とは　　県内の「植樹祭」、「育樹祭」の歴史

　　今回の式典の構成説明 　　大会テーマ・ポスター
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11月 11日（土）

会　　　　場：茨城県潮来市 茨城県水郷県民の森
お手入れ行事：皇族殿下による平成17年（2005年）
に開催した全国植樹祭で天皇皇后両陛下によってお
手植えされた樹木のお手入れ（枝打ち・施肥）

11月 12日（日）

会　　　　場：茨城県水戸市 アダストリアみとアリーナ 
　　　　　　　  メインアリーナ　　　　
式 典 行 事：皇族殿下によるおことばや各種表彰、
参加者の育樹活動等の紹介

　　メインと記念行事の位置と概要

国民参加の森林づくりシンポジウム
常陸太田市民交流センター

③式 典 行 事
アダストリアみとアリーナ

④育林交流集会
大子町文化福祉会館「まいん」

森林・林業・環境機械展示実演会
森林・林業・環境機械展示実演会
笠 松 運 動 公 園

⑥

全国緑の少年団活動発表大会⑤
鹿 行 生 涯 学 習 セ ン タ ー

お手入れ行事
水郷県民の森①

② 懇談会（ 歓迎レセプション）
ホテル テラス ザ ガーデン 水戸

メイン行事 併催・記念行事

❶お手入れ行事　令和５年11月11日（土）　茨城県水郷県民の森（潮来市島須）
❷懇談会（歓迎レセプション）　令和５年11月11日（土）　ホテルテラスザガーデン水戸（水戸市宮町）
❸式典行事　令和５年11月12日（日）　アダストリアみとアリーナ（水戸市緑町）
❹育林交流集会（併催行事）　令和５年11月11日（土）　大子町文化福祉会館「まいん」（大子町大子）
❺全国緑の少年団活動発表大会（併催行事）　令和５年11月11日（土）
　茨城県鹿行生涯学習センター（行方市宇崎）※交流集会（宿泊）は「茨城県立白浜少年自然の家」
❻森林・林業・環境機械展示実演会（記念行事）　令和５年11月12日（日）・13日（月）
　笠松運動公園自由広場等（ひたちなか市ほか）
国民参加の森林づくりシンポジウム（記念行事）※開催済み　令和４年12月1日（木）
　常陸太田市民交流センター（パルティホール） 

水戸駅北口から会場までバナーフラッグを設置

諸岡が協賛物品贈呈

県緑の少年団活動コンク―ル発表大会

県庭園樹協会鹿行支部が育樹祭記念植樹

260日前にカウントダウンボード設置

潮来市が100日前イベントを実施

グリーンフェスティバルで啓発

開催1年前のシンポジウム

　　プレイベント 各地で開催

私たちは社会基盤整備を通じてこれからも地域発展に貢献してまいります （50音順）
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11月11～12日 各地で行事を挙行11月11～12日 各地で行事を挙行

森林・林業は県民の安心・安全で豊かな暮らしを実現するため必要不可欠です （50音順）


